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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月20日(2011.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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血圧、血管拡張または冠状症状を調節し、あるいは高血圧を低減するための経口投与用薬
剤であって、式Ａｎで表わされる高分子化合物、あるいはその医薬として許容されるエス
テルを含み、前記Ａが、以下の式で表される単量体であることを特徴とする薬剤。
【化１】

（式中ｎは、少なくとも１個の末端単量体単位Ａと1以上の付加的な単量体単位とが存在
するような２～１８の整数であり；
　Ｒは３－(α)－ＯＨ、３－(β)－ＯＨ、３－(α)－Ｏ－糖、又は３－(β)－Ｏ－糖を表
し；
　隣接する単量体間の結合が、４位、６位または８位の位置で生じ；
　４位における付加的な単量体単位の結合の立体化学がα又はβであり；
　Ｘ、ＹおよびＺは、前記少なくとも１つの末端単量体単位Ａについては、それに対する
付加的な単量体単位の結合が４位で生じかつＹ＝Ｚ＝水素であることを条件として、単量
体単位Ａ、水素および糖から成る群より選択される。）
【請求項２】
前記ｎが５～１２であることを特徴とする請求項１記載の薬剤。
【請求項３】
前記ｎが５であることを特徴とする請求項１または２記載の薬剤。
【請求項４】
前記糖が、グルコース、ガラクトース、キシロース、ラムノースおよびアラビノースより
成る群から選択されることを特徴とする請求項１記載の薬剤。
【請求項５】
前記フェノール成分が、カフェー酸、ケイ皮酸、クマル酸、フェルラ酸、没食子酸、ヒド
ロキシ安息香酸及びシナピン酸より成る群から選択されることを特徴とする請求項１記載
の薬剤。
【請求項６】
式Ａｎで表される化合物において、隣接単量体のＣ－４とＣ－６の間または隣接単量体の
Ｃ－４とＣ－８の間で結合が生じ；
　Ｘ、Ｙ及びＺは、Ｘ及びＹが隣接単量体であればＺが水素又は糖であり、Ｘ及びＺが隣
接単量体であればＹが水素又は糖であること、さらに２個の末端単量体中少なくとも１つ
に関して、隣接単量体がＣ－４で結合しかつ必要に応じてＹ＝Ｚ＝水素であることを条件
に、各々が水素、糖又は隣接単量体であることを特徴とする請求項１記載の薬剤。
【請求項７】
前記化合物が、[ＥＣ－(４β→８)]2－ＥＣ、[ＥＣ－(４β→８)]2－Ｃ及び[ＥＣ－(４β
→６)]2－ＥＣより成る群から選択されるトリマー；[ＥＣ－(４β→８)]3－ＥＣ、[ＥＣ
－(４β→８)]3－Ｃ及び[ＥＣ－(４β→８)]2－ＥＣ－(４β→６)－Ｃより成る群から選
択されるテトラマー；[ＥＣ－(４β→８)]4－ＥＣ、[ＥＣ－(４β→８)]3－ＥＣ－(４β
→６)－ＥＣ、[ＥＣ－(４β→８)]3－ＥＣ－(４β→８)－Ｃ及び[ＥＣ－(４β→８)]3－
ＥＣ－(４β→６)－Ｃより成る群から選択されるペンタマー；[ＥＣ－(４β→８)]5－Ｅ
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Ｃ、[ＥＣ－(４β→８)]4－ＥＣ－(４β→６)－ＥＣ、[ＥＣ－(４β→８)]4－ＥＣ－(４
β→８)－Ｃ、及び[ＥＣ－(４β→８)]4－ＥＣ－(４β→６)－Ｃより成る群から選択され
るヘキサマー；[ＥＣ－(４β→８)]6－ＥＣ、[ＥＣ－(４β→８)]5－ＥＣ－(４β→６)－
ＥＣ、[ＥＣ－(４β→８)]5－ＥＣ－(４β→８)－Ｃ、及び[ＥＣ－(４β→８)]5－ＥＣ－
(４β→６)－Ｃより成る群から選択されるヘプタマー；[ＥＣ－(４β→８)]7－ＥＣ、[Ｅ
Ｃ－(４β→８)]6－ＥＣ－(４β→６)－ＥＣ、[ＥＣ－(４β→８)]6－ＥＣ－(４β→８)
－Ｃ、及び[ＥＣ－(４β→８)]6－ＥＣ－(４β→６)－Ｃより成る群から選択されるオク
タマー；[ＥＣ－(４β→８)]8－ＥＣ、[ＥＣ－(４β→８)]7－ＥＣ－(４β→６)－ＥＣ、
[ＥＣ－(４β→８)]7－ＥＣ－(４β→８)－Ｃ、及び[ＥＣ－(４β→８)]7－ＥＣ－(４β
→６)－Ｃより成る群から選択されるノナマー；ならびに[ＥＣ－(４β→８)]9－ＥＣ、[
ＥＣ－(４β→８)]8－ＥＣ－(４β→６)－ＥＣ、[ＥＣ－(４β→８)]8－ＥＣ－(４β→８
)－Ｃ及び[ＥＣ－(４β→８)]8－ＥＣ－(４β→６)－Ｃより成る群から選択されるデカマ
ー；より成る群から選択され、ここでＥＣはエピカテキン部分を表し、かつＣはカテキン
部分を表すことを特徴とする、請求項１記載の薬剤。
【請求項８】
錠剤、カプセル、丸剤、チュアブル固形物または飲料剤の形態をとることを特徴とする、
請求項１から７いずれか１項記載の薬剤。
【請求項９】
前記錠剤またはカプセルが、製薬、栄養補助および食品領域における適用のためのもので
ある請求項８記載の薬剤。
【請求項１０】
カカオまたはチョコレート風味の固体または液体組成物の形態をとることを特徴とする請
求項１から８いずれか１項記載の薬剤。
【請求項１１】
前記ポリマー化合物が、カカオ抽出物またはそのフラクション中に存在することを特徴と
する請求項１から１０いずれか１項記載の薬剤。
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